研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南寿の里「雲の家」　職　種　介護福祉士　　氏　名　村山亜矢子

	期　　間　　平成２０年１０月１０日　～　平成　　年　　月　　日（１日間）

	出張目的　第36回日本精神科病院協会精神医学会第２日目　

	出 張 先　「盛岡市民文化ホール」　及び　「いわて県民情報交流センター」

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


初めは「精神医学会」という名目の研修であった為、精神疾患の事例研究のみの発表なのかと感じていました。しかし、認知症高齢者の対応や事例、更に介護や看護、薬剤師や作業療法士等の分野からの研究発表もあり、大変参考になり役立てる事ができました。また、内容の他にもポスター発表時の用紙の使い方や形式、視点の置き方等も参考になり、今後自分たちの事例研究を行なう上で、実になると感じました。全国の方々の研究を拝見することが出来、とても有意義な時間であったと思います。

· 認知症患者の看護

～ドールセラピーを導入した感情機能への働きかけ～　

　　　　　　　　　　　　　三重県　伊勢病院　　　　

ドールセラピー＝赤ちゃん人形を用いて、その方の存在的に持っている想像性や感情を心置きなく表現できる対象を提供すること

· 愛し世話をする対象を作る

· 生活の目的を持つ

《Ａさんについて》

…以前は暴力行為・不眠・徘徊があった。※一時は終日拘束していた。

　　　そこで、ドールセラピーを用いる事にした

《経過》

　　　①リスパダール処方→暴力行為が減った

　　　②食事に対して無反応→ドールセラピーを用いた

　　　③ドールセラピー→関心を持っていた

　　　④人形に飽きた→「人形はいらない」という意思表示が出来た※進歩

　　　⑤食事に対して反応が良くなった→ドールセラピーは無駄ではなかった

《考察》

　以上の事から、ドールセラピーを行なった結果、赤ちゃん人形に対しては興味を示す事は少なかったが、本人の感情表現や意思表示に大きな成果が得られ、また、生活に対する楽しみも見つけられるようになった。目的は違ってしまったが、ドールセラピーを実施しよい結果に繋がった。「結果が出ないかも」と恐れて足踏みするよりも、何事も挑戦し当たってみることで本人の意欲の向上や、職員のモチベーションの上昇にも繋がると感じた。

· 精神科病院入院中の若年性認知症患者の実態

青森県　（医）青仁会　青南病院　　　　　　

若年性認知症の適切な処遇のあり方を検討した。

　　　若年性認知症→何処に受診すれば良いか解らない→とりあえず精神科→

長期→退院後の受け入れ先や相談窓口がわからない→長期入院になる事が主

・問題点

　　介護保険が使えない

　　身体的な医療行為が必要なければ精神科入院を余儀なくされる

　　在宅支援の制度が整っていない

・改善には…

　　入所施設や体制が整えば地域支援も可能である為、制度が必要であるのではないか。

《考察》

　この事例研究を拝見するまでは「若年性認知症」という言葉にあまり関心がなかったが、現状を目の当たりにする事ができた。認知症高齢者を地域で支えて行くのと同じように、若年性認知症の方への支援も今後必要になってくると感じた。

· 当院における入院患者持参薬への対応

　　　　　　　　　　　～実際の運用を踏まえて～

　愛知県　（医）桜桂会　犬山病院　　　　　　　　

内服薬の一包化を実施

→しかし、他科受診による持参薬があると複数病院の内服薬を一包化しなくてはならない

《取り組み》

1 「一包化依頼カード」の作成

2 入院患者さんへ持参薬を服用してもらう際の許可依頼記載の実施

3 「入院患者持参薬に関する指示書」の作成

4 持参薬取り扱いのマニュアル作成

《結果》

　　・指示書運用開始後、院内での持参薬に対する意識が高まった

　　・再分包する際の明確な情報源が出来た。

《考察》

　　処方薬管理はグループホームでも行なっている事で、実際複数の病院への受診をしている入居者様もいる。他病院からの処方薬を一括に出来ないものかと考えたこともあったが、このような取り組みで実施していく事も可能であることが分かった。今後は看護師や医師などとも相談し、連携を取りながら実施に向けていきたいと感じた。

· 無駄のない処方薬と患者のＱＯＬを目指して

青森県　(医)青仁会　青南病院　　　　　　　

《経緯》

　院内処方薬の破棄依頼が増えた

　→破棄業務が増えた…どうにかならないか？

　→破棄依頼内容を把握し改善してはどうか？※無駄のない業務改善

《取り組み》

・入院処方薬への破棄依頼内容の調査と分析

《結果》

　　　破棄依頼品目の内訳

1 便秘薬　　　

2 抗精神病薬　

3 解熱鎮痛薬

4 外用剤

5 抗菌薬

→理由：下利便の為、不要な為、拒薬、症状が悪い為、症状が落ち着いた為

改善案として

· 一度処方した薬を返品は出来ないが、残薬分を引いて処方は可能である。

· 医療保険の無駄遣いも軽減される。

· 無駄のない業務改善

《考察》

　　実際、残薬は日常出ることであり、その処理について疑問を感じていた。今回、当法人の研究発表であった為、部署へ戻り早急に実施する事とした。このように医療保険は無駄に使われていることが多い為、小さな力ではあるが医療保険無駄遣い改善に向けての取り組みとして、当部署でも試みてみようと感じた。
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